
 

 科目名 科目番号 科目群名

学術交流英語 825001 
研究マネ

ジメント

担当： 杉峰英憲 専攻：社会生活環境学

授業方法：演習 対象： 全学年 

単位数： １ 学期：後期集中 週時間：１５ 

曜 日： 土 時限：   教 室： F501 

授業の概要：  
 英語による学問的な討論の要となる論理性と表現性、ならび

に説得性に関する事例研究を行うともに、社会生活や環境に関

わる諸課題について、各自の学問・研究分野から問題を発見し

その解決法を提案する等の、英語によるプレゼンテーションな

らびにディスカッションを行う。 

 

 

 

 

 

学習目標：  
 英語による学術交流に必要な論理性と表現性の具体的な方

略を学び、プレゼンテーション・ディスカッションを通じて説

得力のある主張と交流のマナーを身につけることを目標とす

る。 

 

 

 

キーワード： 

英語、ディスカッション、交流のマナー 

授業計画： 

１． 英語のプレゼンテーション・ディスカッションにおける

論理性や表現性の特質についての考察。 

２． 各自の問題提起や論証ならびにプレゼンテーションの検

討。 

３． 英語によるプレゼンテーションならびにディスカッショ

ン。   

４． 総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教科書： 

必要に応じ用意する。 
参考書： 

 必要に応じ用意する。 

成績評価方法：  

 各自の問題提起、論証、解決の提案などに関する学問性や、

英語によるプレゼンテーション・ディスカッション能力、論理

性、表現性、説得性、マナーを総合的に評価する。 

評価割合： 

 試験  ％ 授業参加  ７０％ 提出物等  ３０％ 

備  考： 

 授業は、土曜日に行う。 

 第２回目は、午前中４時間行うが、各自、A4 版で 1 枚の発

表要旨を日本語で用意すること。 

 基本的なディスカッションを行うことのできる英語能力が

必要。 

科目名 科目番号 科目群名

研究プロジェクト演習 825002 
研究マネ

ジメント

担当： 今井範子・藤原素子 専攻：社会生活環境学

授業方法：     演習 対象： 全学年 

単位数：  １ 学期： 不定期 週時間： １５ 

曜 日：  時限：   教 室：     

授業の概要：  
 本科目は学生主導型の演習であり、受講者はグループ毎に研

究プロジェクトを企画、遂行し、成果発表に至る共同的活動を

自主的に行う。セミナーやフォーラムの立案、開催、報告書作

成という過程を通じて、さまざまな事務的な手続きや広報活動

のしかたを学び、実践する。セミナーやフォーラムの開催後に

は報告会を行い、本授業を通じて受講生各自が得た内容（獲得

したスキル、研究法の理解、自分の研究テーマとの関連性など）

について発表する。 

 

 

 

学習目標：  
  受講生自らが研究プロジェクトの企画・立案を行なう。そし

て、企画を遂行する上で必要なさまざまな手続きについて学

び、研究者として必要な“自ら課題を発見し解決する力”を養

う。 

キーワード： 

  研究プロジェクト、課題発見・解決 

授業計画： 

     

 以下のような構成で授業を進める。 

１．ガイダンス 

２．グループ毎にセミナーあるいはフォーラムを立案 

３．立案したプロジェクトの遂行準備   

４．プロジェクトの開催 

５．プロジェクトの報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書： 

 
参考書： 

 

成績評価方法：  

  授業への主体的参加と提出物をもとに評価する。 

 

 

 

 

評価割合： 

 授業参加 70 ％    提出物等 30 ％ 

備  考： 

 

 

 


